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In recent years, the revival to the textile industry culture of 
the aborigine of Taiwan becomes the center of attention, and 
stimutate interest in the Taiwanese society now.  
However, the difference of textile pattern between the races 
of the aborigine of Taiwan creates a mix, It has been a big 
problem for promoting the textile industry of today's 
Taiwanese aborigine.  
Therefore, it is important issues to make the textile pattern 
clear which should be classified and systemazed. 
In the pattern of the textiles of Taiwan aborigine, as for a 
geometrical pattern, 90% is occupied and a geometrical 
pattern is mostly looked at by various fellows' tradition 
textiles.  
This research is based in the data actually collected and 
investigated by fieldwork, and takes up "classification of 
the lozenge pattern in the tradition textiles of Taiwan 
aborigine", It is considered as the purpose of clarifying the 

























































































































(図 2 右③)。一方、「V 字菱形」は「横並列菱形」の下に、
さらに一つの「菱形」を加えることによって組み立てられ
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5-2）タイヤル族南勢群族の「並列菱形文」 



































































ように四つが一組となる組み立て方も見られる(図 7 右)。 
 






























性 用 切 伏 文 短 上 衣 / 採 集 年 不 明 / 天 理 参 考 館 / 取 材
日:2010.7.15(以上筆者作成)。 
	 奇怪な V 字形文様の形態は、パイワン語で kerlay と呼
ばれ、かつては貴族家系の人しか使えなかった。その文様
はなにを意味するのか、図 8 の形態構成を考察する。 
	 図 8 の文様はコレクター陳澄晴氏が収蔵しているパイ
ワン族の男性たっつけ袴に見られた文様である。この文様






	 そう考えてみると図 8 は百歩蛇の頭を具象化したもの













































































































れている形状は X 形となる。この X 形は上述の二つの X
形と同様、新婦の婚礼衣裳の筒袖に現れている文様で、白
点の小文様が多数ちりばめられているのが特徴である。 
	 図 12④も同衣裳に見られた X 形文様で、主に袖口に施
されている。その中心部に縦に並んでいる二つの赤い菱形























































































































































































	 基本的には赤、薄緑、黒の 3 色が使われ、 中心から外
に向けて、菱形が均等に広がっていく。また、中心から数
えるとおおむね第４層や５層部分に薄緑が施される。ここ



















を C タイプに同属させることにする。 
	 A、B、C の 3 タイプの菱形文を組み合わせることによ
って、ピュマ族の「増殖菱形文」を構成する。本研究では




	 図 16 は天理参考館が所蔵する男性用のたっつけ袴に見
られたもの。上述の A タイプと C タイプを組み合わせた
ものである。台東県卑南郷のものであり、はっきりした村
名は不明である。C タイプ菱形文に見られる縞文は何故、










































































































































































































































































































































































































については、註 17）の p.66 の中でも紹介されている。 
 
図版出典 
1）図 1~18	 筆者作成 
2）写真 1	 台湾三地門郷の陳俄安氏が所有、筆者撮影 
3）写真 2	 天理参考館所蔵、筆者撮影 
4）図 19~22	 天理参考館所蔵、筆者撮影/作成 
